
 

 

 

 

 

 日頃は十日市場開拓伝道の働きのために、尊いお祈

りと温かいご支援をいただき心より感謝しておりま

す。主に守られ、中山キリスト教会と南関東地区宣教

協力委員会のご理解とご支援のゆえに新しい出発が

出来ましたことを感謝しております。長い間に渡って

準備してきた 12月 23日の最初のクリスマス礼拝には

全員で 33名、24日のイブ礼拝には 27名の方々が来て

くださって、共に主イエス・キリストのご降誕をお祝

いすることができました。チラシを見て来られた方も

沢山いましたし、駅前のキャロリングを聞いて、早速、

教会に来られた母娘もいました。教会は全く初めてと

いうご家族もいましたし、主日礼拝は 10 数年ぶりだ

という方々もいました。小学生も、中高生も、大学生

も、独身の方も、親子も、ご年配の方も来てくださっ

て、神様に祝福されたスタートとなりました。主が私

たちの予想をこえて、主の恵みにあふれる第一歩を与

えてくださいました。この十日市場に新しい教会をお

建てになろうとする主の導きを確信させられた時で

もありました。主の御名をほめたたえます。これから

も、主の導きを信頼し、主のご約束を信じて、この新

しい出発に踏み出し、福音宣教を続けて行きたいと思 

います。 

でも、このような新しい出発をすることは不安や恐

れを伴うことであり、決して容易なことではありませ

ん。神様の確かな導きがなければ、困難に会うたびに

戸惑いや失望に陥ります。この一年間、中山キリスト

教会の皆様と心を一つにして、神様のみ心を祈り求め

ました。一人や二人だけではなく、教会全員がこの新

しい出発を主のみ心として認めてくださって、大きな

犠牲をはらいながらも、6 名の兄弟姉妹を派遣してく

ださり、熱心に祈ってくださいます。これは、大きな

励ましであり、主の御業にほかなりません。 

しかし、これから安定して歩むことができるために、

主のみ心と共に主が示してくださるゴールも明確でな

ければなりません。どこに向かっているのか理解して

いないなら、歩んでいる人たちが疲れてしまうだけで

す。主から教会に与えられているゴールというのは「神

の栄光がほめたたえられるため」（エペソ 1:14）だと

理解しています。十日市場にもその主のビジョンが実

現させるために、皆様のご協力もお祈りも必要として

います。どうか、主の導きの下で共に歩んでいきまし

ょう。よろしくお願いします。 
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「参加をご検討ください できる範囲の協力でいいんです」 

 主にある JECA諸教会の牧師先生、教会員の皆さまへ 

 昨年の夏にも、この開拓伝道にご協力いただけますかという主旨のアンケートをお送りしまし

た。それは、この働きに対する貴教会の方向性を教えていただくためのものでした。そして、今

回は「参加申込書」をお送りいたします。それは、十日市場開拓伝道支援に賛同していただける

のであれば、それぞれの教会で正式な決議を経て、この働きに加わっていただきたいからです。

気まぐれな有志による働きにせず、また受動的参加にもしないためです。あくまで自発的参加で

あり、連帯意識にもとづく、力に応じた継続的支援をお願いしたいのです。できる範囲の協力で

いいんです。12月 23日から始まった十日市場での礼拝に、備えられていた主の恵みが注がれてい

ます。皆さまの教会の上にも、益々主の豊かな恵みがありますように。 

     （上作延キリスト教会牧師・十日市場開拓伝道準備委員会 委員長 野村卓一）  


